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号
、平
22
・
２
）、上
田
正
行
「「
台
湾
愛
国
婦
人
」
と
い
う
雑
誌
の
意
義
」（『『
台

湾
愛
国
婦
人
』
の
研
究
』
國
學
院
大
学
、
平
26
・
２
）
等
に
詳
し
い
た
め
、
こ

こ
で
詳
述
す
る
こ
と
は
避
け
る
が
、
要
点
を
ま
と
め
て
お
く
。

『
台
湾
愛
国
婦
人
』
刊
行
の
目
的
は
、
第
一
に
「
此
の
会
の
趣
旨
を
世
に
お

し
拡
め
て
い
や
栄
え
に
栄
え
し
め
ん
と
す
る
」
こ
と
、
そ
し
て
第
二
に
「
婦
人

の
履
み
行
く
べ
き
道
を
明
ら
か
に
し
て
朝
夕
に
執
り
行
ふ
家
の
事
々
に
便
り
よ

か
ら
し
め
ん
と
す
る
」
こ
と
で
あ
る１

。〈
内
地
〉
の
愛
国
婦
人
会
が
発
行
し
て

い
た
雑
誌
『
愛
国
婦
人
』
と
比
し
て
、
誌
面
の
充
実
ぶ
り
が
窺
わ
れ
、
そ
の
内

容
は
、
小
説
、
評
論
、
和
歌
、
俳
句
、
講
談
、
落
語
、
内
台
の
婦
人
の
た
め
の

修
養
記
事
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
特
筆
さ
れ
る
点
は
、「
当
代
一
流
と
さ
れ
る

著
名
な
」執
筆
者
た
ち
が
数
多
く
寄
稿
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
評
論
者
で
は
、

新
渡
戸
稲
造
、
棚
橋
絢
子
、
羽
仁
も
と
子
、
三
輪
田
元
道
、
安
部
磯
雄
、
坪
内

雄
蔵
、
鳩
山
春
子
ら
が
、
文
芸
欄
に
は
、
与
謝
野
晶
子
、
国
木
田
治
子
、
土
屋

文
明
、泉
鏡
花
、岡
本
か
の
子
ら
の
名
が
散
見
さ
れ
る
。『
台
湾
愛
国
婦
人
』
は
、

は
じ
め
に

明
治
三
四
年
三
月
、
戦
死
者
の
遺
族
や
傷
痍
軍
人
の
慰
問
、
救
済
な
ど
を
目

的
と
し
た
婦
人
団
体
、
愛
国
婦
人
会
が
創
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
同
会
は
全
国

各
地
に
支
部
を
設
け
る
と
と
も
に
、
明
治
三
七
年
、
そ
の
活
動
の
場
を
台
湾

へ
と
拡
大
さ
せ
、
台
北
・
台
中
・
台
南
に
三
支
部
を
開
設
、
そ
の
翌
年
に
は
三

支
部
を
統
合
す
る
か
た
ち
で
台
湾
支
部
（
台
北
・
台
湾
総
督
府
内
）
が
設
立
さ

れ
た
。

雑
誌
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
は
、
愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
が
独
自
に
刊
行
し
た

機
関
誌
で
あ
る
。
発
行
期
間
は
、
明
治
四
一
年
か
ら
大
正
五
年
の
九
年
間
に
渡

り
、
発
行
巻
数
は
、
全
八
八
巻
に
及
ぶ
。
そ
の
う
ち
、
現
在
ま
で
に
そ
の
所
在

が
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
は
全
五
二
冊
で
あ
る
。
雑
誌
の
性
格
に
つ
い
て
は
、

下
岡
友
加
「
雑
誌
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
の
性
格 

―
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
、
そ
し
て

近
代
文
学
発
生
の
場
と
し
て
―
」（『
県
立
広
島
大
学
人
間
文
化
学
部
紀
要
』
五

新
渡
戸
稲
造
と
雑
誌
『
台
湾
愛
国
婦
人
』

︱ 

新
資
料
紹
介
を
中
心
に 

︱

阿

　

部

　

翔

　

太
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教
授
、
第
一
高
等
学
校
校
長
を
歴
任
す
る
傍
ら
、
女
子
教
育
、
婦
人
の
修
養
に

も
心
血
を
注
ぎ
、
大
正
七
年
に
は
東
京
女
子
大
学
の
初
代
学
長
に
就
任
、
ま
た

明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
『
婦
人
世
界
』
や
『
婦
人
画
報
』
と
い
っ
た

婦
人
雑
誌
に
も
積
極
的
に
寄
稿
し
て
い
る
。

新
渡
戸
と
台
湾
の
関
わ
り
は
深
く
、
明
治
三
三
年
、
当
時
台
湾
総
督
府
民
政

長
官
で
あ
っ
た
後
藤
新
平
の
懇
請
を
受
け
、
台
湾
総
督
府
嘱
託
（
の
ち
民
政
部

殖
産
課
長
、臨
時
台
湾
糖
務
局
長
）と
し
て
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
糖
業
を
視
察
、

渡
台
後
、『
糖
業
改
良
意
見
書
』
を
総
督
府
に
提
出
し
（
明
治
三
四
年
）、
台
湾

製
糖
事
業
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。
そ
の
職
を
離
れ
た
の
ち
も
、
幾
度

と
な
く
台
湾
に
赴
き
講
演
を
行
う
な
ど
、
新
渡
戸
の
台
湾
に
対
す
る
関
心
の
深

さ
が
う
か
が
え
る３

。

『
台
湾
愛
国
婦
人
』
に
掲
載
さ
れ
た
新
渡
戸
の
評
論
は
、
以
下
に
示
す
通
り

で
あ
る
。

❶
「
出
放
題
」 

第
三
一
巻
（
明
44
・
6
）

❷
「
夫
を
悪
意
に
解
釈
す
る
な
」 

第
七
五
巻
（
大
4
・
2
）

❸
「
心
の
ひ
ね
く
れ
た
日
本
人
」 

第
八
〇
巻
（
大
4
・
7
）

❹
「
何
事
も
是
れ
使
命
也
」 

第
八
一
巻
（
大
4
・
8
）

❺
「
悠
紀
齋
田
の
拝
観
」 

第
八
四
巻
（
大
4
・
11
）

❻
「
歳
暮
に
起
る
人
生
の
こ
と
な
ど
」 

第
八
五
巻
（
大
4
・
12
）

❼
「
新
年
に
於
け
る
形
式
と
精
神
」 

第
八
六
巻
（
大
5
・
1
）

「
会
の
趣
旨
や
総
督
府
の
施
策
を
援
助
す
る
た
め
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
の

機
能
」
を
持
つ
と
と
も
に
、「
統
治
初
期
の
在
台
日
本
人
」
に
よ
る
、「
近
代
文

学
創
出
の
場
」
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
雑
誌
で
あ
っ
た２

。

さ
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
新
渡
戸
稲
造
も
ま
た
、『
台
湾
愛
国
婦
人
』
に

評
論
を
寄
せ
た
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
新
渡
戸
研
究
に

お
い
て
、『
台
湾
愛
国
婦
人
』、
ひ
い
て
は
愛
国
婦
人
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
は
詳
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

本
稿
は
、『
台
湾
愛
国
婦
人
』
に
掲
載
さ
れ
た
新
渡
戸
の
新
資
料
の
紹
介
を

中
心
と
し
て
、
同
時
期
に
新
渡
戸
が
〈
内
地
〉
の
雑
誌
に
寄
稿
し
て
い
た
修
養

言
説
と
の
比
較
・
検
討
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
る
。

一
　
新
渡
戸
稲
造
と
『
台
湾
愛
国
婦
人
』

新
渡
戸
稲
造
（
文
久
二
〜
昭
和
八
年
）
は
、
陸
前
国
南
部
藩
の
名
門
の
家
に

生
ま
れ
、
札
幌
農
学
校
に
二
期
生
と
し
て
入
学
（
明
治
一
〇
年
）、
同
校
在
学

中
に
同
期
の
内
村
鑑
三
や
宮
部
金
吾
ら
と
と
も
に
洗
礼
を
受
け
キ
リ
ス
ト
教
信

者
と
な
る
。
卒
業
後
、
東
京
大
学
に
入
学
す
る
も
の
の
、
学
問
の
質
の
低
さ
に

失
望
し
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
へ
留
学
、
農
政
学
、
農
業
経
済
学
を
学
ん
で
い

る
。
明
治
三
三
年
、新
興
国
日
本
の
精
神
文
化
を
描
い
た『
武
士
道
』（
原
著
名
：

B
ushido, the Soul of Japan

）を
著
し
、世
界
に
そ
の
名
を
轟
か
せ
た
。
ま
た
、

国
際
連
盟
事
務
次
長
と
し
て
、
日
本
と
世
界
の
「
架
け
橋
」
と
し
て
世
界
平
和

に
尽
力
し
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
京
都
帝
国
大
学
や
東
京
帝
国
大
学
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物
た
ち
か
ら
新
渡
戸
が
直
接
執
筆
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。

加
え
て
、
新
渡
戸
は
〈
内
地
〉
の
愛
国
婦
人
会
が
発
行
し
て
い
た
雑
誌
『
愛

国
婦
人
』
に
も
、
お
よ
そ
一
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
数
回
寄
稿
し
て
い
る５

。
こ
う

し
た
事
実
は
、
新
渡
戸
が
婦
人
の
修
養
に
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
の
裏

付
け
と
も
な
ろ
う
。

そ
れ
で
は
次
に
、『
台
湾
愛
国
婦
人
』
に
掲
載
さ
れ
た
新
渡
戸
の
評
論
の
内

容
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

二
　
評
論
の
内
容

『
台
湾
愛
国
婦
人
』
に
掲
載
さ
れ
た
評
論
に
つ
い
て
、
発
表
順
に
確
認
し
て

い
く
。
な
お
、
❺
「
悠
紀
齋
田
の
拝
観
」
に
つ
い
て
は
、
大
正
四
年
六
月
に
愛

知
県
で
行
わ
れ
た
悠
紀
齋
田
の
田
植
式
に
、
新
渡
戸
が
夫
人
と
そ
の
親
戚
と
と

も
に
赴
い
た
際
の
短
い
拝
観
記６

で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
省
略
す
る
。

❶
「
出
放
題
」（
第
三
一
巻
　
明
44
・
６
）

【
概
略
】

新
渡
戸
が
、
愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
の
求
め
に
よ
り
、
明
治
四
四
年
二
月

二
八
日
に
赤
十
字
病
院
に
お
い
て
お
こ
な
っ
た
講
演
を
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る

（
筆
記
者
は
不
明
）。

古
今
東
西
、
性
善
／
性
悪
説
は
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、「
人
間
と
云

ふ
も
の
は
善
悪
両
性
を
備
へ
」
て
い
る
。
そ
れ
故
「
黒
玉
即
ち
悪
根
を
叩
」
く

❽
「
五
穀
成
就
と
春
を
迎
へ
る
心
」 

第
八
七
巻
（
大
5
・
2
）

❾
「
雛
祭
よ
り
学
ぶ
べ
き
こ
と
ど
も
」 

第
八
八
巻
（
大
5
・
3
）

雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
（
た
だ
し
、
❶
は
講
演
筆
記
）
は
す
べ
て
、
昭
和

女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
編
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
　
第
三
十
五
巻
』（
昭

和
女
子
大
学
、
昭
47
・
１
）
の
新
渡
戸
稲
造
著
作
年
表
お
よ
び
、『
新
渡
戸
稲

造
全
集
』（
教
文
館
、
昭
58
―
62
）
全
二
二
巻
、『
新
渡
戸
稲
造
事
典
』（
佐
藤

全
弘
・
藤
井
茂
編
、
教
文
館
、
平
25
・
10
）
の
「
年
譜
」
等
で
未
掲
載
の
新
資

料
で
あ
る
。

新
渡
戸
と
雑
誌
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
、
新
渡
戸
と
愛
国
婦
人
会
と
の
関

わ
り
か
ら
あ
る
程
度
推
察
で
き
る
。
明
治
三
八
年
に
愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
が

創
立
さ
れ
た
際
、
そ
の
顧
問
に
は
後
藤
新
平
が
就
任
し
て
い
る
（
支
部
長
に
は

そ
の
妻
・
和
子４

）。
先
述
し
た
よ
う
に
、
後
藤
は
新
渡
戸
の
台
湾
進
出
を
後
押

し
し
た
人
物
で
あ
る
。
愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
と
台
湾
総
督
府
の
密
接
な
関
係

か
ら
鑑
み
る
に
、台
湾
統
治
に
関
わ
り
の
あ
っ
た
新
渡
戸
が
『
台
湾
愛
国
婦
人
』

の
存
在
を
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ま
た
、『
台
湾

愛
国
婦
人
』
掲
載
の
、
❶
「
出
放
題
」
の
講
演
筆
記
冒
頭
に
は
、「
只
今
高
山

さ
ん
か
ら
丁
寧
な
る
御
紹
介
の
お
言
葉
の
内
に
ど
う
や
ら
有
益
な
る
講
演
を
す

る
か
ら
能
く
お
聞
き
に
な
つ
た
ら
宜
か
ら
う
と
い
ふ
こ
と
が
あ
つ
た
。」
と
い

う
新
渡
戸
の
発
言
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
「
高
山
」
な
る
人
物
は
、
台
湾
総
督
府

官
僚
で
あ
り
、
か
つ
雑
誌
代
表
者
で
あ
っ
た
高
山
仰
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
人
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人
を
疑
っ
て
悪
意
に
解
釈
す
る
と
、
と
ん
で
も
な
い
間
違
い
が
起
っ
た
り
す

る
た
め
、
た
と
え
騙
さ
れ
た
と
し
て
も
、「
人
を
善
意
に
解
釈
す
る
方
が
、
精

神
的
の
利
益
」
が
多
い
。
と
あ
る
英
詩
に
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。
ひ
と
り
の

貧
し
い
労
働
者
＝
夫
が
、
あ
る
雪
の
降
る
夜
に
帰
路
に
つ
く
と
、
我
が
家
の
窓

か
ら
灯
火
が
も
れ
、
家
の
中
で
は
ラ
ン
プ
が
点
い
て
い
る
。
彼
は
、
自
分
が
汗

水
流
し
て
働
い
た
金
で
、
妻
が
高
い
油
の
灯
火
を
点
け
、
家
の
中
で
楽
々
と
暮

ら
し
て
い
る
と
思
う
と
腹
が
立
っ
て
た
ま
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
い
ざ
家
の
中

へ
入
っ
て
み
る
と
、
女
房
が
出
迎
え
て
、『
今
日
は
寒
い
処
を
御
帰
り
に
な
る

と
思
い
ひ
ま
し
て
、
日
中
は
火
も
焚
か
ず
、
食
事
の
時
に
も
水
を
飲
ん
で
倹
約

し
ま
し
た
炭
で
、
最
早
御
帰
宅
と
思
ふ
時
分
か
ら
こ
ん
な
に
惜
気
も
無
く
火
を

焚
き
は
じ
め
ま
し
て
、
室
を
暖
め
て
置
き
ま
し
た
。』
と
い
う
。
そ
れ
を
聞
い

て
こ
の
夫
は
妻
の
真
心
が
わ
か
り
楽
し
く
話
を
し
た
と
い
う
（「
英
詩
に
現
は

れ
た
親
切
な
女
房
」）。

一
家
の
主
人
は
「
心
配
を
自
分
の
一
身
に
引
受
け
て
、
家
人
に
知
ら
せ
ま
い

と
す
る
場
合
が
多
い
」
の
で
あ
る
か
ら
、
女
房
は
、「
さ
う
云
つ
た
様
な
夫
の

心
情
も
思
ひ
や
る
心
掛
け
が
無
く
て
は
不
可
い
」。
し
か
し
日
本
の
婦
人
に
は

そ
の
よ
う
な
「
修
養
が
少
な
か
ら
ず
欠
け
て
」
い
る
。「
家
庭
を
愉
快
な
ら
し

め
る
も
皆
婦
人
の
力
で
あ
る
」
の
だ
か
ら
、「
婦
人
の
力
を
善
い
方
面
に
の
み

利
用
し
て
、
夫
婦
が
互
に
善
意
を
以
て
解
釈
す
る
様
に
し
」、
平
和
な
家
庭
を

築
い
て
い
く
べ
き
で
あ
る
（「
家
庭
に
於
け
る
婦
人
の
修
養
」）。

だ
け
で
な
く
、「
白
い
方
の
玉
即
ち
善
い
方
を
養
ふ
と
云
ふ
こ
と
が
肝
要
」
で

あ
る
。
男
と
比
べ
、婦
人
は
周
囲
と
足
並
み
を
揃
え
よ
う
と
す
る
「
他
人
本
位
」

で
あ
り
、「
女
は
す
べ
て
他
人
に
制
せ
ら
る
ゝ
、
習
慣
に
制
せ
ら
る
ゝ
」。「
其

習
慣
が
白
玉
」
で
あ
る
な
ら
ば
歓
迎
す
る
が
、
中
に
は
「
黒
玉
が
大
に
習
慣
を

作
る
事
」
が
あ
り
、「
植
民
地
に
於
い
て
は
ど
う
も
黒
玉
の
方
が
勢
力
を
得
た

が
る
」。
そ
れ
故
、「
婦
人
方
は
特
に
注
意
し
て
悪
い
習
慣
を
造
ら
な
い
様
、い
ゝ

習
慣
を
築
き
上
げ
」、「
各
自
が
黒
玉
を
叩
い
て
白
玉
の
方
を
助
け
る
と
い
ふ

こ
と
に
し
な
け
れ
ば
」
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
心
掛
け
と
し
て
、

「
人
を
善
意
に
解
す
る
」
こ
と
、「
薄
ぺ
ら
の
外
部
の
方
計
り
の
交
際
で
無
く
深

く
善
意
を
以
て
交
際
ふ
」
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

❷
「
夫
を
悪
意
に
解
釈
す
る
な
」（
第
七
五
巻
　
大
４
・
２
）

【
概
略
】

「
女
天
下
の
家
庭
で
最
も
苦
し
む
者
」／「
万
事
を
善
意
に
解
釈
せ
よ
」／「
英

詩
に
現
は
れ
た
親
切
な
女
房
」
／
「
家
庭
に
於
け
る
婦
人
の
修
養
」
の
四
つ
の

小
見
出
し
か
ら
な
る
。

女
天
下
の
家
庭
に
お
い
て
「
最
も
苦
し
む
も
の
は
良
人
で
も
な
く
、
家
族
の

人
々
で
も
な
く
、
実
に
女
房
自
身
で
あ
る
」
た
め
、「
婦
人
の
修
養
」
が
肝
心

で
あ
る
（「
女
天
下
の
家
庭
で
最
も
苦
し
む
者
」）。

円
満
な
家
庭
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
は
、
夫
婦
が
互
い
に
「
対あ
い

手て

を
善
意

に
解
釈
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」（「
万
事
を
善
意
に
解
釈
せ
よ
」）。
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る
一
人
の
婦
人
が
最
愛
の
子
ど
も
と
死
に
別
れ
悲
嘆
に
暮
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、

お
釈
迦
様
が
「
今
日
ま
で
不
幸
の
一
度
も
無
い
家
か
ら
木
の
葉
を
三
枚
貰
つ
て

来
れ
ば
必
ず
死
ん
だ
小
児
を
お
前
の
手
に
返
し
て
遣
ら
う
。」
と
仰
っ
た
。
そ

こ
で
そ
の
婦
人
は
近
隣
の
家
々
を
ま
わ
っ
て
み
た
が
、
不
幸
の
な
い
家
な
ど
な

い
。
婦
人
は
「
不
幸
と
云
ふ
も
の
は
自
分
一
人
で
は
無
い
」
と
い
う
こ
と
に
気

付
い
て
引
き
下
が
っ
た
と
い
う
。
人
生
は
「
お
茶
の
如
き
も
の
」
で
あ
っ
て
、

は
じ
め
は
甘
み
が
あ
っ
て
旨
い
も
の
で
あ
る
が
、
だ
ん
だ
ん
と
渋
み
（
人
生
に

お
け
る
逆
境
）
が
で
て
く
る
。
こ
の
渋
み
を
通
り
越
し
、「
真
に
お
茶
の
味
を

玩
味
す
る
や
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
」
な
い
。
そ
し
て
こ
の
「
真
味
に
達
せ

し
む
る
も
の
が
即
ち
信
仰
で
あ
る
」。
人
生
に
お
け
る
不
幸
は
、「
運
命
で
は

な
く
し
て
使
命
」
で
あ
る
の
だ
か
ら
、「
不
幸
に
依
つ
て
何
か
発
見
す
る
と
こ

ろ
が
」
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

❻
「
歳
暮
に
起
る
人
生
の
こ
と
な
ど
」（
第
八
五
巻
　
大
４
・
12
）

【
概
略
】

「
歳
暮
を
祝
福
せ
よ
」／「
ク
リ
ス
マ
ス
の
意
義
」／「
心
尽
し
の
贈
物
」／「
贈

賄
と
収
賄
の
罪
」
／
「
美
の
想
像
を
養
ふ
」
の
五
つ
の
小
見
出
し
か
ら
な
る
。

歳
暮
は
「
知
り
つ
ゝ
も
忘
却
し
て
ゐ
た
人
と
人
と
の
親
し
み
を
過
去
の
追

憶
と
共
に
新
た
に
温
め
る
の
時
で
有
る
」。
互
い
に
祝
福
し
あ
う
こ
と
で
「
生

の
喜
び
を
得
る
こ
と
ゝ
な
り
活
動
の
新
気
運
を
醸
す
萌
し
と
な
る
の
で
あ
る
」

（「
歳
暮
を
祝
福
せ
よ
」）。

❸
「
心
の
ひ
ね
く
れ
た
日
本
人
」（
第
八
〇
巻
　
大
４
・
７
）

【
概
略
】

日
本
人
に
は
、
人
付
き
合
い
に
お
い
て
心
の
奥
に
わ
だ
か
ま
り
が
あ
り
、「
そ

の
わ
だ
か
ま
り

0

0

0

0

0

が
、
心
の
ひ
ね
く
れ
た
人
と
い
ふ
形
に
な
つ
て
、
日
常
行
為
の

上
に
現
は
れ
て
来
て
、
心
か
ら
親
し
む
と
か
、
心
を
許
し
て
交
際
ふ
と
い
ふ
こ

と
の
能
き
な
い
悪
い
癖
が
有
る
」。「
私
」が
十
年
ほ
ど
前
に
台
南
に
い
た
と
き
、

官
舎
長
屋
に
住
む
家
族
た
ち
が
各
々
の
家
で
風
呂
を
沸
か
し
て
い
た
。
不
経
済

で
あ
る
と
思
い
、
長
屋
の
者
が
交
代
に
湯
を
沸
か
し
て
入
浴
す
る
よ
う
に
す
れ

ば
、
近
所
の
親
し
み
も
起
こ
り
経
済
的
で
は
な
い
か
と
話
し
た
と
こ
ろ
、
風
呂

の
湯
加
減
と
い
っ
た
些
細
な
事
で
「
近
隣
互
に
感
情
を
悪
く
」
す
る
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
る
の
で
、
そ
れ
は
で
き
な
い
と
い
う
。「
こ
れ
は
日
本
人
特
有
の
悪

い
ひ
ね
く
れ
根
性
」あ
り
、そ
の
原
因
は
、「
我
日
本
人
に
は
個
人
と
い
ふ
も
の
ゝ

確
信
が
な
」
く
、
ま
た
「
人
の
為
に
尽
し
、
人
を
深
く
信
ず
る
こ
と
は
軈や
が

て
自

分
の
為
で
有
る
と
い
ふ
こ
と
に
考
へ
及
ば
な
い
か
ら
で
有
る
」。
台
湾
の
よ
う

に
移
住
者
の
集
ま
る
と
こ
ろ
で
は
特
に
、
ひ
ね
く
れ
た
心
を
改
め
、「
親
し
み

合
い
慰
め
合
ふ
と
い
ふ
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

❹
「
何
事
も
是
れ
使
命
也
」（
第
八
一
巻
　
大
４
・
８
）

【
概
略
】

人
生
は
う
ま
く
い
く
こ
と
も
あ
れ
ば
、
い
か
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
た
と

え
「
不
幸
に
遭
遇
す
る
と
も
決
し
て
悲
観
し
て
は
」
い
け
な
い
。
む
か
し
、
あ
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❼
「
新
年
に
於
け
る
形
式
と
精
神
」（
第
八
六
巻
　
大
５
・
１
）

【
概
略
】

「
年
頭
祝
福
の
意
」
／
「
門
松
で
読
め
た
家
の
格
式
」
／
「
欧
州
は
平
和
の
祝

福
」
／
「
年
の
来
る
を
待
つ
宵
」
／
「
栞
を
贈
つ
た
婦
人
の
心
」
の
五
つ
の

小
見
出
し
か
ら
な
る
。

新
年
を
迎
え
喜
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、「
精
神
的
に
蘇
生
つ
た
と
い
ふ
心
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
」。
し
か
し
、
近
年
の
新
年
行
事
は
た
だ
形
式
だ
け
を
重
視

し
て
お
り
、「
そ
の
内
部
に
含
ま
れ
た
る
精
神
」
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
（「
年
頭

祝
福
の
意
」）。

新
年
は
、「
お
互
に
疲
れ
た
心
、
古ふ

り
た
る
年
を
忘
れ
、
新
し
き
生
命
の
囁

き
を
喚
起
し
て
、
生
ゝ
と
し
た
年
頭
の
感
を
以
て
年
頭
に
対
す
る
と
い
ふ
精
神

で
な
く
て
は
な
ら
」
な
い
。
か
つ
て
は
門
松
に
家
の
格
式
が
表
れ
て
い
た
が
、

昨
今
で
は
た
だ
「
形
式
美
」
を
競
う
の
み
で
あ
る
（「
門
松
で
読
め
た
家
の

格
式
」）。

西
洋
で
は
、
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
以
前
か
ら
、「
年
頭
の
平
和
を
喜
ぶ
祭
」
が

盛
に
行
わ
れ
て
お
り
、
今
日
で
は
、「
形
式
は
廃
れ
て
漸
次
内
容
及
精
神
を
尊

重
す
る
や
う
に
な
つ
て
来
た
」（「
欧
州
は
平
和
の
祝
福
」）。

ま
た
、
欧
州
で
は
大
晦
日
の
夜
十
時
半
ご
ろ
か
ら
、
十
二
時
ま
で
「
時
節
柄

相
応
な
説
教
」
が
行
わ
れ
る
。
日
本
は
、
形
式
に
こ
だ
わ
る
の
で
は
な
く
、
欧

州
の
よ
う
に
新
年
を
祝
う
精
神
を
こ
そ
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（「
年

の
来
る
を
待
つ
宵
」）。

ク
リ
ス
マ
ス
は
、
キ
リ
ス
ト
誕
生
以
前
か
ら
「
独
逸
民
族
の
間
に
行
は
れ
た

歳
暮
の
祭
」
で
あ
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
は
別
段
深
い
意
味
が
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
ツ
リ
ー
を
飾
る
の
は
「
寒
い
北
方
民
族
が
曾
て
生
活
し
た
森
の
樹

を
祝
福
す
る
の
で
、
過
去
を
懐
旧
し
た
心
の
表
徴
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
ク
リ
ス

マ
ス
は
、
家
族
の
親
睦
を
深
め
、
生
を
祝
福
す
る
も
の
で
あ
り
、「
世
界
何
れ

の
人
種
に
も
宗
教
の
有
る
ご
と
く
、
こ
の
宗
教
味
に
よ
つ
て
フ
ワ
ミ
リ
ー
の
祭

を
す
る
こ
と
に
な
つ
た
」
も
の
で
あ
る
（「
ク
リ
ス
マ
ス
の
意
義
」）。

ク
リ
ス
マ
ス
の
贈
り
物
は
、「
年
末
に
際
し
真ほ
ん

の
心
尽
し
の
贈
物
を
す
る
と

い
ふ
心
」
で
あ
る
の
で
、
無
闇
に
高
価
な
も
の
や
贅
沢
な
も
の
、「
贈
賄
の
意

味
を
ほ
の
め
か
し
た
や
う
な
贈
物
を
す
る
こ
と
は
」
慎
む
べ
き
で
あ
る
。
贈
り

物
は
「
心
の
贈
物
」
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
（「
心
尽
し
の
贈
物
」）。

農
村
の
贈
り
物
は
「
そ
の
家
に
産で

き
た
芋
か
菜
か
果
物
か
の
類
で
沢
山
」
で

あ
る
。「
手
作
の
物
で
す
が
と
い
ふ
所
に
懐ゆ
か

し
い
趣
が
有
り
贈
る
と
い
ふ
意
味

の
表
現
に
も
適
ふ
の
で
有
る
」
が
、
近
来
の
農
村
で
は
、「
ず
つ
と
昔
の
幕
府

が
政
府
へ
納
め
る
物
の
や
う
な
性
質
を
持
た
せ
て
贈
物
」
を
し
て
い
る
。
こ

れ
で
は
「
献
ず
る
と
い
ふ
意
味
で
有
る
か
ら
迂う
つ
か闊
り
貰
ふ
訳
に
は
行
か
な
い
」

（「
贈
賄
と
収
賄
の
罪
」）。

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
贈
り
物
の
意
味
は
、「
児
童
の
イ

マ
ヂ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
養
成
し
そ
れ
を
美
化
せ
し
め
る
と
い
ふ
こ
と
に
在
る
」。

西
洋
の
童
話
は
「
美
的
想
像
を
養
成
す
る
と
い
ふ
こ
と
に
於
て
優
れ
て
」お
り
、

「
非
常
に
児
童
の
教
育
と
も
な
る
」
の
で
あ
る
（「
美
の
想
像
を
養
ふ
」）。
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念
じ
」
る
こ
と
で
初
め
て
感
謝
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
（「
賽
銭
は
感
謝

と
な
ら
ず
」）。

節
分
を
教
訓
的
に
解
釈
す
れ
ば
、「
暗
い
事
々
を
悉み

な
吐
き
出
し
て
了
ひ
、

今
後
愈
よ
春
風
我
家
に
入
り
、
福
の
来
ら
む
を
祈
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
無
闇
に
形
式
を
重
ん
じ
、「
心
を
失
ふ
即
ち
形
式
に
表
は
さ
れ
た
る

精
神
の
本
体
を
失
ふ
や
う
な
こ
と
に
な
つ
て
は
、
心
持
を
表
さ
う
と
し
た
こ
と

が
そ
の
形
式
ば
か
り
が
残
つ
て
主
な
る
心
が
何
処
か
へ
行
つ
て
し
ま
ふ
」。「
心

を
外
に
表
す
形
式
」
が
発
明
さ
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
の
意

味
を
よ
く
理
解
し
、「
何
の
為
に
そ
の
習
慣
を
守
る
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
こ
と

を
心
得
て
ゐ
な
く
て
は
」
い
け
な
い
（「
鬼
必
ず
し
も
内
に
あ
り
や
」）。

❾
「
雛
祭
よ
り
学
ぶ
べ
き
こ
と
ゞ
も
」（
第
八
八
巻
　
大
５
・
３
）

【
概
略
】

雛
祭
り
か
ら
「
人
は
果
し
て
如
何
な
る
教
訓
を
受
る
か
、
雛
祭
を
見
て
如
何

な
る
心
懸
を
な
す
べ
き
か
」。
雛
祭
り
に
は
四
つ
の
教
訓
が
あ
る
。
第
一
に
、

「
お
上
に
仕
ふ
る
心
、
進
ん
で
は
そ
の
時
の
慎
み
深
い
心
持
を
養
ふ
」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
雛
祭
り
は
「
一
家
の
団
欒
を
標
榜
し
た
も
の
」
で
あ

る
の
で
、「
夫
婦
相
和
す
る
習
慣
を
養
ふ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
良
妻
賢
母

の
心
得
を
十
歳
未
満
の
女
子
に
吹
き
込
む
」
こ
と
、「
お
内
裏
様
が
睦
し
く
楽

し
く
暮
ら
し
な
さ
る
有
様
を
よ
く
そ
の
幼
い
と
け
ない
女
心
に
云
ひ
ふ
く
め
、
教
育
勅
語

に
あ
る
御
主
意
を
一
層
深
く
心
に
印
せ
し
む
る
に
は
洵
ま
こ
と

に
好
い
機
会
で
」あ
る
。

日
本
人
は
「
新
年
に
際
し
て
贈
物
の
形
式
を
こ
の
上
も
な
く
拡
大
す
る
悪
い

習
慣
が
有
る
」。
西
洋
で
は
、「
贈
物
の
尊
卑
は
決
し
て
そ
の
内
容
の
量
に
問

ふ
こ
と
は
」
せ
ず
、「
心
の
贈
物
を
す
る
」。
か
つ
て
あ
る
婦
人
が
「
私
」
に
、

彼
女
が
作
っ
た
栞
を
贈
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
、「
形
式
を
飾

る
心
か
ら
不
経
済
な
結
果
を
来
す
や
う
な
」
贈
り
物
で
は
な
く
、「
心
の
贈
物
」

で
あ
る
（「
栞
を
贈
つ
た
婦
人
の
心
」）。

❽
「
五
穀
成
就
と
春
を
迎
へ
る
心
」（
第
八
七
巻
　
大
５
・
２
）

【
概
略
】

「
鰯
の
頭
と
節
分
の
豆
撒
き
」
／
「
社
を
離
れ
し
時
の
心
」
／
「
賽
銭
は
感

謝
と
な
ら
ず
」／「
鬼
必
ず
し
も
内
に
あ
り
や
」の
四
つ
の
小
見
出
し
か
ら
な
る
。

二
月
に
は
初
午
（
稲
荷
の
神
を
祭
る
）
と
、節
分
の
二
つ
の
行
事
が
あ
る
が
、

日
本
人
は
、
と
か
く
形
式
ば
か
り
に
重
き
を
置
き
、「
そ
れ
に
諷
さ
れ
た
る
意

味
に
就
い
て
は
何
の
考
も
持
た
な
い
」（「
鰯
の
頭
と
節
分
の
豆
撒
き
」）。

「
稲
荷
の
神
ほ
ど
人
望
の
あ
る
神
は
な
い
」
が
、
ど
の
よ
う
な
神
で
あ
る
か

を
知
っ
て
い
る
人
は
少
な
い
。
稲
荷
の
神
と
は
、「
食
物
を
始
め
て
人
に
供
し

た
る
人
の
恩
を
忘
れ
な
い
や
う
に
祭
つ
た
神
様
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
由
来

を
知
っ
て
い
れ
ば
、「
同
じ
参
詣
を
す
る
に
し
て
も
そ
の
詣
る
人
の
心
」
は
違
っ

て
く
る
（「
社
を
離
れ
し
時
の
心
」）。

「
稲
荷
の
社
に
詣
で
」、
た
だ
賽
銭
す
る
の
は
形
式
的
で
あ
り
、「
感
謝
の
心

は
表
は
れ
て
ゐ
な
い
」。「
食
物
生
産
に
働
く
農
民
の
労
苦
を
想
ふ
て
稲
荷
を
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を
持
ち
得
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
従
来
の
新
渡
戸
の
修
養
言
説

に
つ
い
て
の
先
行
論
を
確
認
し
た
う
え
で
、
試
み
に
、『
台
湾
愛
国
婦
人
』
に

掲
載
が
集
中
し
て
い
る
大
正
四
、五
年
に
的
を
絞
り
、〈
内
地
〉
の
雑
誌
に
掲
載

さ
れ
た
評
論
と
の
比
較
、
検
討
を
お
こ
な
う
。

新
渡
戸
の
修
養
言
説
に
み
ら
れ
る
特
徴
に
つ
い
て
、
森
上
優
子
は
簡
潔
に
以

下
の
三
点
に
ま
と
め
て
い
る７

。

①
だ
れ
に
で
も
理
解
し
や
す
い
平
易
な
文
章
で
あ
る
。

②
東
西
の
思
想
家
の
こ
と
ば
、
お
よ
び
新
渡
戸
自
身
の
体
験
談
を
豊
富
に

取
り
入
れ
る
。

③
宗
教
的
視
点
を
持
つ
。

森
上
に
よ
れ
ば
、
新
渡
戸
の
修
養
言
説
は
、「
日
常
で
起
こ
る
卑
近
な
事
例

の
な
か
に
東
西
の
古
典
を
組
み
込
む
構
造
を
典
型
」
と
し
て
お
り
、
新
渡
戸
が

「
神
と
邂
逅
す
る
場
と
し
て
「
心
」
を
重
視
す
る
」
キ
リ
ス
ト
教
ク
エ
ー
カ
ー

派
で
あ
っ
た
こ
と
を
背
景
に
、「「
心
」
の
重
視
、「
心
」
を
通
じ
た
人
間
関
係

の
構
築
に
関
す
る
言
説
」
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る８

。

で
は
、
こ
う
し
た
特
徴
が
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
に
掲
載
さ
れ
た
新
渡
戸
の
評

論
に
も
み
ら
れ
る
か
否
か
、
具
体
的
に
〈
内
地
〉
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
評
論

と
の
比
較
を
通
し
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
大
正
四
年
一
月
の
『
婦
人
画
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
新
年
に
際
し
て

第
三
に
、
雛
祭
り
は
「
友
達
を
招
い
て
相
互
に
睦
み
合
ふ
と
い
ふ
機
会
」
で
あ

り
、
こ
の
際
、「
行
儀
作
法
の
実
地
練
習
」
も
で
き
る
の
で
、「
平
素
女
学
校
に

於
て
習
字
の
如
く
に
教
へ
ら
れ
た
女
礼
式
を
、
や
ゝ
本
式
に
実
行
す
る
と
い
ふ

心
懸
け
で
、
互
に
友
達
と
睦
み
合
ふ
」
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
第
四
に
、
雛
祭

り
は
「
単
に
婦
女
子
の
遊
び
日
の
如
く
見
な
す
べ
き
も
の
」
で
は
な
く
、
男
子

も
「
此
の
日
を
以
て
学
ぶ
べ
き
多
く
の
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い

ふ
こ
と
で
あ
る
」。
雛
祭
り
は
「
女
子
の
遊
戯
で
あ
つ
て
男
た
る
べ
き
も
の
の

関
す
る
所
で
な
い
」
と
素
知
ら
ぬ
顔
を
し
て
い
た
の
で
は
、「
お
内
裏
様
と
い

ふ
夫
婦
相
和
す
る
と
い
ふ
美
し
い
精
神
」
を
発
揮
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

れ
ゆ
え
男
子
は
、「
雛
壇
に
飾
つ
た
夫
婦
雛
の
心
に
な
り
、
心
か
ら
出
た
夫
婦

の
睦
み
合
ひ
と
親
子
の
親
し
み
と
を
、
華
や
か
な
雛
祭
の
座
敷
に
於
て
実
現
」

す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
雛
祭
り
の
教
訓
に
お
い
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、

「
贅
沢
を
去
る
」
こ
と
で
あ
る
。「
大
金
を
投
じ
て
ま
で
も
雛
祭
を
す
る
や
う
に

な
れ
ば
既も

う
一
家
団
欒
も
夫
婦
和
合
も
女
礼
式
も
な
い
、
娘
の
道
楽
の
為
に
親

が
そ
の
資
金
調
達
に
泣
か
さ
れ
る
か
心
配
さ
せ
ら
る
ゝ
か
骨
を
折
る
か
と
い
ふ

こ
と
の
外
に
何
等
の
能
事
も
な
い
の
で
あ
る
」。
形
式
的
な
虚
飾
を
取
り
去
っ

て
、「
精
神
に
触
れ
た
質
素
な
る
雛
祭
」
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

三
　
新
渡
戸
の
修
養
言
説

以
上
確
認
し
て
き
た
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
掲
載
の
評
論
は
、果
た
し
て
当
時
、

新
渡
戸
が
〈
内
地
〉
の
雑
誌
に
掲
載
し
て
い
た
も
の
と
比
し
て
、
新
し
い
特
徴
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不
幸
な
運
命
を
自
分
の
使
命
だ
と
観
ず
る
一
種
の
宗
教
的
見
地
に
ま
で
来

て
、
初
め
て
ゆ
る
や
か
な
温
か
み
が
出
て
来
る
も
の
で
す10

。

こ
こ
に
は
、「
③
宗
教
的
視
点
」
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
が
、
森
上
は
こ
の
点

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
「「
宗
教
」、「
信
仰
」
と
い
う
言
葉
が
散
見
さ
れ
、
新

渡
戸
は
、「
煩
悶
」
す
る
女
性
に
対
し
て
、「
宗
教
」、「
信
仰
」
の
必
要
性
を
語
り
、

そ
の
観
点
か
ら
「
幸
福
」
に
つ
い
て
述
べ
」
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る11

。

さ
て
、
こ
う
し
た
特
徴
は
、
❹
「
何
事
も
是
れ
使
命
也
」
に
も
看
取
さ
れ
る
。

我
々
の
斯
く
の
如
き
不
幸
も
天
よ
り
与
へ
ら
れ
た
る
使
命
で
あ
る
、
使
命

で
あ
る
か
ら
に
は
此
不
幸
に
依
つ
て
何
か
発
見
す
る
と
こ
ろ
が
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
神
は
我
々
に
此
不
幸
を
与
へ
て
此
先
何
か
遣
れ
と
仰
し
や
る
の

で
あ
ら
う
。
ゆ
ゑ
に
是
れ
よ
り
行
く
べ
き
道
を
考
へ
出
す
べ
き
が
至
当
で

あ
る
。
斯
う
考
へ
る
と
き
は
自
れ
の
不
幸
を
ひ
か
ん
す
る
こ
と
な
く
し
て

必
ず
慰
め
と
な
り
、
何
等
か
の
力
と
な
る
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

自
ら
の
身
に
降
り
か
か
る
「
不
幸
」「
不
運
」を
「
悲
観
」す
る
の
で
は
な
く
、

「
天
」
よ
り
与
え
ら
れ
し
「
天
命
」「
使
命
」
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

向
上
し
て
い
く
こ
と
を
説
く
点
で
共
通
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
や
は
り
、

「
天
」
や
「
神
」
と
い
っ
た
宗
教
的
視
点
か
ら
修
養
を
説
く
も
の
で
あ
り
、
従

来
の
新
渡
戸
の
修
養
言
説
の
特
徴
と
合
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

三
重
の
覚
悟
」
と
い
う
評
論
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
は
、
新
年
に
際
し
て
婦
人

に「
三
重
の
覚
悟
」を
説
く
も
の
で
あ
る
が
、そ
こ
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

人
の
行
ひ
を
曲
げ
て
解
釈
し
、
彼
奴
こ
ん
な
事
を
し
た
が
、
悪
意
か
ら
だ

ら
う
と
か
、
野
心
か
ら
だ
ら
う
と
か
思
ひ
た
が
り
ま
す
が
、
も
う
少
し
他

人
を
待
つ
に
素
直
に
深
切
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す９

。

こ
の
よ
う
に
、
他
人
へ
の
「
心
」
を
重
視
す
る
言
説
は
、『
台
湾
愛
国
婦
人
』

掲
載
の
❷
「
夫
を
悪
意
に
解
釈
す
る
な
」
や
、❸
「
心
の
ひ
ね
く
れ
た
日
本
人
」

の
中
で
も
同
様
に
見
受
け
ら
れ
る
。

次
に
、
文
面
は
異
な
る
も
の
の
、
文
脈
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い

も
の
と
し
て
、
同
年
六
月
の
『
婦
人
画
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
煩
悶
し
つ
ゝ
あ

る
婦
人
に
」
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

人
の
境
遇
は
千
差
万
別
で
、
運
不
運
は
固
よ
り
免
れ
難
い
が
、
偖
自
分
は

不
幸
だ
と
云
つ
て
只ひ
た
す
ら管

に
歎
き
悲
し
む
人
は
、
ま
だ
人
と
し
て
下
の
部
類

だ
と
思
ひ
ま
す
。
自
分
の
不
遇
を
、
こ
れ
も
運
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
と
云

つ
て
諦
め
て
居
る
人
は
、
一
寸
見
る
と
感
心
な
や
う
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
も
ま
だ
実
は
中
の
部
類
。
啻
に
自
分
の
不
運
を
諦
め
る
ば
か
り
で
な

く
、
進
ん
で
は
、
そ
の
不
幸
な
運
命
を
天
命
だ
使
命
だ
と
観
ず
る
や
う
に

な
つ
て
、
初
め
て
上
の
部
類
に
入
る
こ
と
ゝ
思
ひ
ま
す
。（
中
略
）
そ
の
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お
わ
り
に

新
渡
戸
が
積
極
的
に
修
養
言
説
を
雑
誌
に
寄
稿
し
始
め
た
の
は
、
彼
が
明
治

四
二
年
一
月
、実
業
之
日
本
社
の
編
集
顧
問
に
就
任
し
た
こ
と
を
発
端
と
す
る
。

実
業
之
日
本
社12

は
、
明
治
三
〇
年
六
月
に
創
業
、『
実
業
之
日
本
』
や
『
婦
人

世
界
』、『
日
本
少
年
』、『
少
女
の
友
』と
い
っ
た
有
力
雑
誌
を
相
次
い
で
創
刊
し
、

大
正
初
期
の
出
版
業
界
を
牽
引
し
た13

。
日
露
戦
争
以
後
、
近
代
資
本
主
義
社

会
の
勃
興
と
大
戦
景
気
に
よ
っ
て
日
本
経
済
が
発
展
し
て
い
く
時
代
の
さ
な
か

で
、
実
業
之
日
本
社
は
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
カ
ー
ネ
ギ
ー
『
実
業
の
帝
国
』（T

he 

E
m

pire of B
usiness

）
の
訳
本
を
出
版
（
小
池
靖
一
訳
、
明
治
三
五
年
）、
時

あ
た
か
も
「
明
治
前
半
期
の
日
本
の
駆
動
力
で
あ
っ
た
立
身
出
世
主
義
に
陰
り

が
見
え
始
め
た
時
期14

」
に
、「
成
功
の
秘
訣
と
致
富
の
道
を
説
き
、
あ
わ
せ
て

青
年
に
対
し
処
世
の
教
訓
を
述
べ
た
」
本
書
は
、日
本
社
会
に
「
実
業
の
時
代
」

を
も
た
ら
し
た
。こ
う
し
た
時
代
を
背
景
に
、出
版
業
界
で
は「
修
養
書
ブ
ー
ム15

」

が
到
来
、
日
本
の
学
歴
エ
リ
ー
ト
を
育
ん
だ
第
一
高
等
学
校
校
長
で
あ
っ
た
新

渡
戸
も
、実
業
之
日
本
社
よ
り『
修
養
』（
明
治
四
四
年
）や『
世
渡
り
の
道
』（
大

正
元
年
）
と
い
っ
た
修
養
書
を
出
版
、
修
養
主
義
の
時
代
に
多
大
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、東
京
帝
国
大
学
教
授
や
第
一
高
等
学
校
校
長
で
あ
っ
た
彼
が
、

通
俗
雑
誌
で
あ
る
『
実
業
之
日
本
』
に
寄
稿
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
は
強
い

反
発
も
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
彼
の
修
養
論
は
「
権
力
か
ら
の
自
立
と

そ
の
他
、
大
正
五
年
一
月
の
『
婦
人
画
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
美
し
き
心
の

遣
り
取
り
」
で
は
、
❼
「
新
年
に
於
け
る
形
式
と
精
神
」
と
同
様
に
、
あ
る
婦

人
か
ら
手
作
り
の
栞
を
贈
り
物
と
し
て
貰
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
森
上
が
指
摘
す
る
②
「
新
渡
戸
自
身
の
体
験
談
を
豊
富
に
取

り
入
れ
る
」
と
い
う
特
徴
に
当
て
は
ま
る
。

紙
幅
の
都
合
上
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
評
論
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
は
避
け

る
が
、『
台
湾
愛
国
婦
人
』
に
掲
載
さ
れ
た
評
論
に
は
、
新
渡
戸
自
身
の
体
験

談
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
（
❶
、
❷
、
❸
、
❼
、
❾
）、
宗
教
的
視
点
を
持

つ
も
の
（
❹
、
❻
）、
東
西
の
古
典
を
組
み
込
ん
で
い
る
も
の
（
❶
、
❷
）
が

散
見
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
同
時
期
〈
内
地
〉
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
修
養
言

説
を
な
ぞ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、『
台
湾
愛
国
婦
人
』
に
掲
載
が
集
中
し
て
い
る
大
正
四
、五
年
当
時
、

新
渡
戸
は
東
京
帝
国
大
学
に
お
い
て
植
民
政
策
に
つ
い
て
の
講
義
を
お
こ
な
っ

て
お
り
、
他
の
雑
誌
に
は
植
民
政
策
に
つ
い
て
の
評
論
を
寄
稿
し
て
い
る
。
し

か
し
、
台
湾
統
治
と
関
わ
り
の
深
い
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
に
み
ら
れ
る
新
渡
戸

の
評
論
は
、
修
養
言
説
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、『
台
湾
愛
国
婦
人
』
の
刊

行
目
的
の
一
つ
で
あ
る
「
婦
人
の
履
み
行
く
べ
き
道
を
明
ら
か
に
し
て
朝
夕
に

執
り
行
ふ
家
の
事
々
に
便
り
よ
か
ら
し
め
ん
と
す
る
」
と
い
う
婦
人
雑
誌
と
し

て
の
性
格
を
強
く
意
識
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
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２
　
下
岡
友
加
「
雑
誌
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
の
性
格 

―
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
、
そ
し
て
近
代
文

学
発
生
の
場
と
し
て
―
」（『
県
立
広
島
大
学
人
間
文
化
学
部
紀
要
』
五
号
、
平
22
・
２
）

参
照
。

３
　
新
渡
戸
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
松
隈
俊
子
『
新
渡
戸
稲
造
』（
み
す
ず
書
房
、
昭
44
・

８
）、
武
田
清
子
「
新
渡
戸
稲
造
」（『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
　
第
三
巻
』
講
談
社
、

昭
52
・
11
）、
原
島
正
「
新
渡
戸
稲
造
」（『
国
史
大
辞
典
　
第
十
一
巻
』
吉
川
弘
文
館
、

平
２
・
９
）
佐
藤
全
弘
「
新
渡
戸
稲
造
の
生
涯
」（『
新
渡
戸
稲
造
事
典
』
教
文
館
、
平

25
・
10
）
等
を
参
照
。

４
　
注
１
に
同
じ
。
一
九
頁
。

５
　
雑
誌
『
愛
国
婦
人
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
新
渡
戸
の
評
論
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
男
女
交
際
の
心
得
（
上
）」（
第
一
五
二
号
、
明
41
・
５
・
５
）

「
男
女
交
際
の
心
得
（
下
）」（
第
一
五
三
号
、
明
41
・
５
・
20
）

☆「
日
々
の
心
得
」（
第
一
六
四
号
、
明
41
・
11
・
３
）

「
パ
リ
ー
で
観
た
芝
居
の
一
齣
（
中
）」（
第
二
六
五
号
、
大
２
・
１
・
15
）

「
愛
国
婦
人
と
正
月
」（
第
三
八
四
号
、
大
７
・
１
・
１
）

「
現
代
婦
人
は
果
た
し
て
常
識
を
欠
く
か
」（
第
三
九
二
号
、
大
７
・
５
・
１
）

「
戦
後
の
思
想
問
題
」（
第
四
〇
六
号
、
大
７
・
12
・
１
）

「
禍
福
の
門
」（
第
四
〇
八
号
、
大
８
・
１
・
１
）

右
に
挙
げ
た
評
論
に
つ
い
て
は
、上
田
正
行
「「
愛
国
婦
人
」
文
芸
関
係
主
要
記
事
㈠
」

（『
金
沢
大
学
国
語
国
文
』
24
巻
、
平
11
・
２
）
を
参
照
し
た
。
な
お
、
上
田
論
文
に
お

い
て
は
、「
男
女
交
際
の
心
得
」
が
第
一
五
二
号
の
み
の
記
載
で
あ
っ
た
た
め
、
本
稿

で
訂
正
し
て
い
る
。
ま
た
☆
印
「
日
々
の
心
得
」
に
つ
い
て
は
、
稿
者
が
『
愛
国
婦

人
　
明
治
期
復
刻
版
』（
全
一
一
巻
、
柏
書
房
、
平
20
・
１
〜
２
）
を
調
査
し
た
結
果
、

上
田
論
文
か
ら
漏
れ
て
い
た
た
め
追
加
し
た
。
そ
の
他
、『
愛
国
婦
人
』
を
調
査
し
た

結
果
、第
五
六
号
（
明
37
・
６
・
20
）
の
「
本
会
へ
の
寄
付
」者
の
欄
に
、新
渡
戸
の
妻
・

メ
ア
リ
ー
夫
人
（「
新
渡
戸
万
里
子
」）
の
名
が
み
ら
れ
る
。
加
え
て
、第
一
二
二
号
（
明

い
う
面
が
大
き
く
欠
落
し
て
」
お
り
、「
天
皇
制
国
家
の
強
権
に
対
し
、
対
抗

出
来
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た16

」
と
い
っ
た
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。
無

論
、
こ
れ
を
直
ち
に
、
新
渡
戸
の
修
養
言
説
が
国
家
権
力
に
迎
合
す
る
も
の
で

あ
っ
た
と
結
論
付
け
る
の
は
性
急
で
あ
る
が
、
新
渡
戸
が
台
湾
統
治
と
い
っ
た

日
本
の
国
家
権
力
の
上
層
に
位
置
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ

り
、そ
の
よ
う
な
人
物
の
評
論
が
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
、

雑
誌
の
権
威
付
け

0

0

0

0

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
部
分
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
だ

ろ
う
。
当
時
に
お
け
る
新
渡
戸
の
修
養
言
説
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
彼
の
植
民

思
想
等
の
観
点
を
含
め
、
今
後
改
め
て
見
直
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

現
在
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
『
台
湾
愛
国
婦
人
』掲
載
の
新
渡
戸
の
新
資
料
は
、

従
来
の
新
渡
戸
の
業
績
を
大
幅
に
塗
り
替
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。し
か
し
、

新
渡
戸
が
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
へ
寄
稿
し
て
い
た
と
い
う
新
た
な
事
実
は
、
新

渡
戸
が
〈
内
地
〉
の
み
な
ら
ず
〈
外
地
〉
に
お
け
る
女
子
教
育
、
お
よ
び
婦
人

の
修
養
に
多
大
な
る
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
、
補
強
す
る
も
の
と

し
て
一
定
の
意
義
が
あ
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

注１
　
大
橋
捨
三
郎
編
『
愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
沿
革
誌
』（
台
湾
日
日
新
報
社
、
昭
16
・
２
、

な
お
本
稿
に
お
け
る
引
用
は
、『
愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
沿
革
誌
』
ゆ
ま
に
書
房
、
平

19
・
10
に
よ
る
。
以
下
同
）
一
四
六
頁
。
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【
付
記
】

『
台
湾
愛
国
婦
人
』
に
掲
載
さ
れ
た
新
渡
戸
の
評
論
は
、
全
て
原
本
を
参
照
し
た
。
引
用

の
際
、
旧
字
体
は
全
て
新
字
体
に
改
め
て
い
る
。
な
お
、
原
本
に
は
全
て
の
漢
字
に
ル
ビ

が
振
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
通
読
の
便
を
考
慮
し
、
一
部
の
漢
字
に
の
み
ル
ビ
を
振
っ

て
い
る
。

な
お
、
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費 JP

17K
02452

（
研
究
代
表
者
・
下
岡
友
加
）
の
助
成

を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

―
あ
べ
・
し
ょ
う
た
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
在
学 

―

40
・
２
・
20
）
に
は
、
新
渡
戸
鞠
子
の
名
で
「
女
子
の
権
利
」
と
い
う
短
い
評
論
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
新
渡
戸
関
連
の
新
資
料
と
し
て
付
記
し
て
お
く
。

６
　
大
正
四
年
六
月
八
日
の
「
読
売
新
聞
」
朝
刊
に
は
、「
新
渡
戸
夫
人
の
田
植
式
」
と
い

う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

７
　
森
上
優
子
「
新
渡
戸
稲
造
の
社
会
教
育
―
雑
誌
『
実
業
之
日
本
』
の
修
養
言
説
を

手
が
か
り
と
し
て
」（『
比
較
日
本
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
』
第
11
号
、
平

27
・
３
）
二
六
七
頁
。

８
　
注
７
に
同
じ
。
二
七
二
頁
。

９
　「
新
年
に
際
し
て
三
重
の
覚
悟
」『
婦
人
画
報
』（
大
４
・
１
）
引
用
は
、『
新
渡
戸
稲
造

全
集
　
第
十
一
巻
』（
教
文
館
、
昭
44
・
８
）
二
一
二
頁
。

10
　「
煩
悶
し
つ
ゝ
あ
る
婦
人
に
」『
婦
人
画
報
』（
大
４
・
６
）
引
用
は
、
注
９
に
同
じ
。

一
三
四
頁
。

11
　
森
上
優
子
「
新
渡
戸
稲
造
と
女
性
の
修
養
―
婦
人
雑
誌
を
中
心
と
し
て
―
」（『
人
間

文
化
叢
書
』
第
八
巻
、
平
17
）
二
四
五
頁
。

12
　
創
業
当
時
の
社
名
は
「
大
日
本
実
業
学
会
」
で
あ
っ
た
が
、
明
治
三
三
年
に
創
立
者

の
光
岡
威
一
郎
が
死
去
し
た
際
、
光
岡
と
は
東
京
専
門
学
校
か
ら
の
旧
友
で
『
実
業

之
日
本
』
の
編
集
に
も
携
わ
っ
て
い
た
増
田
義
一
が
『
実
業
之
日
本
』
の
発
行
権
を

譲
り
受
け
、
社
名
も
「
実
業
之
日
本
社
」
と
改
め
ら
れ
た
。

13
　『
実
業
之
日
本
社
百
年
史
』（
実
業
之
日
本
社
、
平
９
・
12
）
参
照
。

14
　
筒
井
清
忠
『
日
本
型
「
教
養
」
の
運
命
―
歴
史
社
会
学
的
考
察
』「
第
一
章
　
近
代
日

本
に
お
け
る
教
養
主
義
の
成
立
―
修
養
主
義
と
の
関
連
か
ら
―
」（
岩
波
書
店
、
平

21
・
２
）
四
頁
。

15
　
注
14
に
同
じ
。
一
六
頁
。

16
　
綱
澤
満
昭
「
新
渡
戸
稲
造
と
修
養
」（『
文
学
・
芸
術
・
文
化
』
第
19
巻
、
平
19
・
９
）

一
〇
頁
。


